
第17回　京都大学公共政策大学院・JIAM連携セミナー

「防災アップデート～つながる、「防災アップデート～つながる、
つなげる、備えの先にある未来～」つなげる、備えの先にある未来～」

参加費

無 料

お問い合わせ 公益財団法人　　　 
全国市町村研修財団　全国市町村国際文化研修所（JIAM）教務部・調査研究部
〒520‒0106 滋賀県大津市唐崎二丁目13‒１ 　TEL.077‒578‒5932
[e-mail] renkei2025(at)jiam.jp　※送信の際、(at)を@に変更してください。
[ホームページ] https://www.jiam.jp

Japan Intercultural
Academy of Municipalities

　京都大学公共政策大学院と全国市町村国際文化研修所（JIAM）では、
毎年、両者の連携によりセミナーを開催してきました。
　第17回となる今年は、阪神淡路大震災から30年に当たること、南海 
トラフ地震の被害想定見直しや防災庁設置の動きなどに加え、訪日、 
在日外国人の大幅な増加など、社会環境の変化も踏まえながら、市民 
レベルの防災対策を進めることの重要性について考える機会とすること
を目的として開催いたします。

講 演 者 

「市民参画型防災の新しいかたち：
シチズンサイエンスの視点から」

京都大学防災研究所巨大災害研究センター
教授　矢守 克也 氏

「国際化する日常における
減災コミュニケーション」

兵庫県立大学大学院減災復興政策研究科
教授　阪本 真由美 氏

公益財団法人京都府国際センター
事務局次長　近藤 徳明 氏

日　程 令和7年９月24日（水）13：20～16：50（開場12：50）
会　場 京都大学 国際科学イノベーション棟西館５階

 HORIBAシンポジウムホール
（教室は変更となる場合がございます）

住所：京都市左京区吉田本町
対　象 本テーマに関心のある方々

申込方法 こちらからお申込みください。
（令和7年9月10日（水）まで）

開催要項

※JR京都駅からバスで約35分､地下鉄烏丸線今出川駅からバスで約15分
　会場へのアクセスの詳細は下記アドレスからご確認ください。
　https://www.kyoto-u.ac.jp/ja/access/campus/yoshida/map6r-y/

京都大学吉田キャンパス アクセス
※駐車場はございませんので、市バス他、公共交通機関をご利用ください。
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第17回　京都大学公共政策大学院・JIAM連携セミナー

　【お問い合わせ】　全国市町村国際文化研修所　TEL.077-578-5932

講　師　紹　介

矢守 克也 氏　　京都大学防災研究所巨大災害研究センター　教授（同研究所副所長）

　1988年大阪大学大学院人間科学研究科博士後期課程単位取得退学（1996年５月博士（人間科学））。奈良大学社会学部助
教授などを経て、2009年４月より現職。現在、地区防災計画学会会長、災害情報学会副会長、自然災害学会副会長、日本 
質的心理学会理事、災害復興学会理事、防災教育学会理事などをつとめる。「経済産業省グッドデザイン賞金賞」（2018年）、 

「兵庫県社会賞」（2023年）、「防災功労者内閣総理大臣表彰」（2024年）などを受賞。「天変地異のオープンサイエンス」（新曜社、
2025年刊）、「避難学」（東京大学出版会、2024年刊）、「防災心理学入門」（ナカニシヤ出版、2021年刊）など著書多数。NHK 

「明日をまもるナビ」にも「ヤモリン博士」として定期的に出演。

阪本 真由美 氏　　兵庫県立大学大学院減災復興政策研究科　教授

　2010年京都大学大学院情報学研究科博士後期課程終了博士（情報学）、独立行政法人国際協力機構職員、人と防災未来セン
ター主任研究員、名古屋大学減災連携研究センター特任准教授を経て、2017年より兵庫県立大学大学院減災復興政策研究科。
2024年内閣府令和６年防災功労者防災大臣賞受賞。現在は、中央防災会議委員、兵庫県防災会議委員、神戸市防災会議委員、ひょ
うご震災記念21世紀研究機構理事等要職多数。

近藤 徳明 氏　　公益財団法人京都府国際センター　事務局次長

　2005年４月、財団法人京都府国際センター入職。センターの重点事業が国際理解・交流から多文化共生にシフトする過程で
日本語学習支援、災害時支援事業を担当。市町村、市町村国際交流協会、日本語教室ネットワーク組織などと連携・協働する
ことで府内の多文化共生推進体制整備に努めている。2016年の熊本地震の際には災害多言語支援センターの運営に従事。自治
体国際化協会認定多文化共生マネージャー。文科省委嘱地域日本語教育アドバイザー。総務省災害時外国人支援情報コーディ
ネーター。京都府地域日本語教育総括コーディネーター。

◎上記については、都合により変更になることがありますので、予めご了承ください。
◎参加者によるセミナーの録音・写真撮影は、ご遠慮ください。
◎地球温暖化防止及び省エネルギーに資するため、「ノー上着・ノーネクタイ」などの軽装での参加を奨励しており、スタッフも軽装で執務しております。
◎当日、授乳室のご利用が可能です。必要な方は申込みの際にお知らせください。
　この申込書でご提供いただいた個人情報は、今回のセミナー実施のために使用します。なお、個人情報を集計して個人を特定できない統計資料を作成す
るために利用する場合があります。

開　催　要　項

日 程 令和7年9月24日（水）　13：20～16：50
〈プログラム〉 12：50～	 開場・受付

13：20～	 開会
13：30～15：00	 講演：「市民参画型防災の新しいかたち：シチズンサイエンスの視点から」　矢守	克也	氏
15：00～15：10	 （休憩）
15：10～16：40	 講演：「国際化する日常における減災コミュニケーション」	 阪本	真由美	氏
	 	 近藤	徳明	氏
16：40～16：50	 閉会

場　 所 京都大学　国際科学イノベーション棟西館５階 HORIBAシンポジウムホール
（教室は変更となる場合がございます）
住所：京都市左京区吉田本町（JR京都駅からバスで約35分／地下鉄烏丸線今出川駅からバスで約15分）
会場へのアクセスの詳細は下記アドレスからご確認ください。
https://www.kyoto-u.ac.jp/ja/access/campus/yoshida/map6r-y/

対 象 本テーマに関心のある方々
募集人数 100人 （募集人数を大幅に上回るお申込みをいただいた場合、申込期限前に締め切らせていただく場合

がありますので、予めご了承ください。）

参 加 費 無料 
〈お申し込み〉申込期限 令和7年9月10日（水）まで

申込方法 Googleフォーム（https：//forms.gle/Gm8Q8d9iBoUS23GW6）よりお申込みください。
 こちらからもお申込みいただけます。⇒

※このセミナーは、申込み後、全国市町村国際文化研修所の通常の研修で送付する受講決定通知等を送付しません。


